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閉鎖生態系内導入生物として選択される食材の調理後の機能性評価
Evaluation of functional components in selected organisms as food after cooking in closed
bio-ecosystem
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過酷環境を地上生物が生き抜くとき、閉鎖系生態システム研究への依存は大きい。一般的に、人が生きていくために栄
養として要求する要素はすでによく知られているが、過酷な閉鎖環境で必要となる栄養素をどのような形で十分に摂取す
るかについての提案は、得られる素材をどのように選択するかやその調理法により変化する。ここで、例として、我々
が宇宙環境で繁殖可能な高宇宙環境耐性のラン藻の食料化と、導入生物のひとつとして利用価値が高いと考えらえる樹
木の食料としての利用研究の可能性を検証する。過酷な環境条件で栽培可能なラン藻類や炭素固定能の高い樹木の可食
部域を効率よく食料化できれば、今後予想される地球規模の食糧問題に対して、有効な対策となり得る。

キーワード: ラン藻,樹木,食品,閉鎖生態系
Keywords: Cyanobacteria, tree plant, food, closed bio-ecosystem

1/1


